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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 2 3 4 7 3 6 2 0 1 1 8 2 2 0
2 0 1 4 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0
10 * 0 3 5 7 5 6 4 2 3 5 1 0 0 1
20 * 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 2 1 0 0
23 * 0 0 9 16 1 3 3 8 17 25 3 2 1 2
25 0 0 0 1 4 0 0 3 0 0 0 1 1 0 0
35 * 0 0 3 3 0 1 2 3 3 6 0 1 0 0
55 0 0 0 1 2 1 2 3 2 2 4 0 0 0 0
90 0 4 9 2 9 3 3 3 2 1 3 5 3 3 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 1 6 3 9 6 6 0 0 2 2 3 4 1 0
5 * 1 1 2 11 2 4 3 3 6 9 0 0 0 0
7 0 1 1 2 6 1 2 0 2 1 3 2 0 2 0
9 * 0 0 5 10 2 5 3 6 0 6 1 2 3 0
10 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 * 0 0 0 2 0 0 2 1 0 1 3 0 0 1
12 0 0 0 1 3 1 1 2 2 0 2 0 1 0 0
13 0 0 0 1 3 1 1 2 2 2 4 1 1 0 0
14 * 0 0 2 4 0 0 3 2 6 8 1 0 1 1
17 0 1 1 1 7 2 2 2 0 2 2 1 0 0 0
19 0 3 10 0 4 0 0 3 1 2 3 0 0 2 0
20 0 0 0 0 1 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
【総括】
平成最期の締め括りとなる新人戦 決勝は、昨年度優勝校である大阪体育大学対準優勝校の京都産業大学と、昨
年度と同一カードとなった。前半戦は、京産大の勢いに飲まれ続けた大体大が、徐々に自分たちらしいプレーを垣
間見せ、前半を終える。後半戦は、大体大の気持ちの乗ったプレーで京産大を圧倒する展開となった。最終結果
は、72-87で京産大が昨年度新人戦のリベンジを果たし、勝利。優勝に輝いた。内容としては前半と後半で、全く内
容の異なる展開となった。終始、試合に対して集中出来るのかがこの試合の大きなポイントとなっただろう。

【第1ピリオド】
最初に口火を切ったのは、京産大♯20の３Pシュート。さらには、#10#23#35のシュート、#1の３Pシュートも決まり、14-
0で主導権を奪う。対する大体大はシュートまでは何とか持っていくものの体勢の苦しいシュートのため、リングに収ま
らない。タイムアウトを取らざるをおえない展開となる大体大。選手交代を行い、何とかこの状況を打破したい大体
大。開始6分が経とうとしている中、一向に点が入らない大体大だったが、#17牛尾の3Pシュートが決まり、ようやく一
矢報いる。このプレーで波に乗りたい大体大だが、京産大の圧倒的なまでのプレーがそれを許さず、最大31点差ま
で広がる。点差が広がった大きな要因としては、集中力の差が響いた。大体大の反撃虚しく、6-35で第一ピリオド終
了。

【第2ピリオド】
この点差の中でも、大体大は必ず諦めない。監督の激励、応援団の声援を背中に受け挽回を目指す大体大は#19
原の3Pシュート、#12、#13のバスケットカウントをはじめとする得点で着々と点差を縮める。対する京産大は最初の爆
発的な得点力はなくなったものの、カウンターやセカンドチャンスを拾い、しっかりと得点を重ねる。点差を少しでも減
らし、後半に望みをつなげたい大体大は、#7#19の連続3Pシュートで21点差までこぎつける。得点では勝っているも
のの勢いに飲まれそうな京産大とチーム一丸となって追いかける大体大の両チームは、徐々にヒートアップしていく。
リバウンド、ルーズボール争いが熾烈になっていき両チームの気持ちのぶつかり合いとなっていく。27-52と、興奮冷
め止まぬうちに第二ピリオド終了。

【第3ピリオド】
京産大は各プレイヤーの華麗な個人技で、得点を重ねる。対する大体大は前からプレスをかけ相手に楽なシュート
を打たせない。前半戦とは打って変わって、点を取られては取り返すという落ち着いたゲーム展開となっていたが第3
ピリオド後半に展開が大きく変わる。大体大のプレスが機能し始め、京産大は術中にはまっていく。前からの激しい
ディフェンスに対応ができず数多くのターンオーバーが生まれる。大体大#4藤本を中心とした得点で勢いが増してい
く。京産大はインサイドを起点としたオフェンスをしたいところだが、インサイドが警戒されており思うようなプレーがで
きない。さらには、外からのシュートが悉くリングに嫌われ、得点が止まってしまう。ボール運びも上手くいかない展開
が長く続いてしまい、得点差はいよいよ14点差まで縮まる。大体大の逆転ムードが漂う中、55-69で最終クォーターを
迎える。

【第4ピリオド】
この勢いのまま大体大ムードになるかと思われたが、得点の止まっていた京産大に落ち着きが戻る。#90北條の3P
シュートが決まり、悪循環の元であった緊張感が緩まり本来の形を取り戻し始めた京産大。確実な攻めで、相手から
フリースローを得る。止まっていた得点に少しずつ点をつみ重ねる。攻められ続けていたが、タイムアウト後はディ
フェンス面に重きを置き相手の流れを徐々に押しとどめていく。さらには、点差があるからこそできる、時間を使った
オフェンスを用い少しずつ王座を手繰り寄せていく。大体大は最高で14点差まで縮めたものの、ここでタイムアップ。
挽回とはならなかったが最終スコアは72-87で京産大の勝利。大体大は、最後の最後までプレスを用い、プレッ
シャーをかけつづけたが、勝利の二文字を得ることはできなかった。
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